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1 はじめに

アスパラガスは周年にわたり需要があり、特に近年の

国産需要の高まりに支えられ、冬期促成栽培が増加して

いる。また、促成期間中には強い光を必要としないこと

から、冬期間寡日照である東北日本海側地域の収入源に

位置づけられている。株の養成は、露地での 1年養成が

一般的あるが、収益性の向上を目的として、株養成時に

夏秋どりを行い、その株を掘り上げて促成栽培した場合

の収量性について検討した。前報 l)では、夏秋どりの収

量は、9月 定植では翌年の6月 上旬から9月下旬までに

約 150kg/a、 3月 定植では同年の 7月 中旬から9月 下旬

までに 80kgl aが 得られている。

2 試験方法

(1)品種、定植時期と収量

供試品種は `ウ エルカム '、 `ス ーパーウエルカム '、 `グ

リーンタワー'で、定植は 2001年 9月 7日 および 2002

年 3月 4日 に行つた。夏秋どりは、9月 定植区は 2002

年 6月 上旬から、3月 定植区は 7月 中旬から行い、株の

掘り上げは 2002年 11月 20日 に行つた。

栽植密度は、うね幅 180cm、 株間 30cm、 2条 (360

株/a)植えとし、施肥量はアル当たり窒素、リン酸、加

里ともに 3kgと した。促成床への伏せ込みは 12月 16

日に行い、温度管理は 20℃一定である。試験規模は 1区

15株単区制とした。

(2)栽植密度と収量

試験区は、6条区として、うね幅 180cnI、 株間 30cm、

条間 80cm、 2条 (360掬 a)、 4条区としてうね幅 270cm、

株間 30cm、 条間 80cm、 2条 (240カ a)と した。供

試品種は `ス ーパーウエルカム'で、試験規模は 1区 4

株、単区制である。定植は 2002年 3月 4日 で 7月 中旬

から夏秋どりを行い、株の堀上げは 2002年 11月 20日

に行った。促成床への伏せ込みは 2003年 1月 6日 に行

った。促成床の温度管理は 20℃ 一定である。

(3)間土の種類

試験区は砂 +籾殻くん炭 (容積比 1:1)、 籾殻くん炭

および粉砕籾殻とした。試験規模は 1区 4株の単区制と

した。供試品種は `ス ーパーウエルカム'で、定植は 2002

年 3月 4日 に、 うね幅 270cm、  1朱間 30cm、 2条 (240

掬 a)で行った。株の掘り上げは 11月 20日 に行つた。

促成床への伏せ込みは 1月 6日 に行い、温度管理は

18℃ 一定とした。

3 試験結果および考察

(1)品種、定植時期と収量

根株の生育は、表 1に示したように、供試 3品種とも、

3月 定植区に比較して 9月 定植区で株重が優つた。鱗芽

群数は `ウ エルカム'では 9月 定植が優ったが、`ス ー

パーウエルカム '、 ・グリーンタワー'では大きな差はみ

られなかった。貯蔵根の屈折計示度は各品種とも3月 植

え区が高かつた。

階級別収量を図 1に示した。 3品種とも3月 定植区に

比較して 9月 定植区のM以上割合、収量が高かつた。̀グ

リーンタワー'は他の品種に比較してM以 上害1合が低く、

収量も少なかつた。

A品割合、収量は・ウエルカム'が多かつた。B品や

障害茎の発生は `グ リーンタワー'で少なく、・スーパー

ウエルカム'で多い傾向が見られた。特に `ス ーパーウ

エルカム'の B品の多くは曲がりによるものであつた。

(2)栽植密度

根株の生育を表 2に示した。株重、鱗芽群数、貯蔵根

の屈折計示度ともに4条区が優つた。

階級別収量は表 3に示したが、収穫本数、M以上収穫

本数・収量ともに4条区が優つた。

A品収量も4条区が優り、障害茎も発生しなかつた。

(3)間 Lの種類

総収穫本数は砂 +籾殻くん炭区が多く、M以 上割合、

収量も砂+籾殻くん炭区が多かつた。粉砕籾殻区は収穫

開始が遅く、総収穫本数、M以上害1合 ともに劣っていた

(データ略)。 等級別収量と障害茎発生割合を表4に示し

た。
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表 1 品種・定植日と根株の生育
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表 2 栽植密度と根株の生育

4条

表 3 栽植密度による等級別収量と障害茎発生割合

294   120   4

A品割合、収量が多かったのは砂+籾殻くん炭区で、

アール当たりA品収量は約 29kgであった。籾殻くん炭

区ではB品が多く、その多くは曲がりによるものであっ

た。

間土に用いた資材の物理的特性を表 5に示した。比重

は砂十籾殻くん炭が 072g/cm3、 籾殻くん炭と粉砕籾

殻はともに o ll g/cll1 3でぁった。含水比は籾殻くん炭

が最も高く、次いで粉砕籾殻、砂+籾殻くん炭の順とな

つた。籾殻くん炭区で曲がりが多かった原因については、

籾穀くん炭の形状や粒径が要因となった充填ムラが発生

し、水分のパラツキが大きくなったためと考えられる。

表4 間土の種類と等級別収量、障害茎発生割合

表5 間土の物理的特性

比 重 含水比

図 1 階級別収量とA品割合

LL:25g以 _し、 L17g以 上、 M:12g以上、 S:8g以 上
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4 まとめ

夏秋どりを行った株でも、株掘り上げ促成栽培が可能

で、促成栽培収量は、夏秋どり栽培面積アール当たり

27■g～33kg程度が見込まれる。

適する品種はウエルカムである。

定植時期は前年の9月 定植が収量が多く、品質も良い。。

夏秋どりにおける栽植密度はうね幅 270cm、 株間 30cm、

条問 8Klcm、 2条植え (240湘 a)が、促成栽培におけ

る収量・品質とも高い。

砂を基本とした問土としては、砂 :籾殻くん炭=1:
1(容積比)が適する。

養成畑アール当たり
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